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概要

MAX33047E～MAX33049E は、3.3V または 5V の電源レールで

動作し設計のしやすい全二重 RS-485/422 トランシーバー・ファ

ミリです。これらのデバイスは、過酷な電気的環境で使用され

るアプリケーションに強化された保護機能を提供します。すべ

てのドライバ出力およびレシーバー入力は、高いフォルト保護

機能と高い静電放電（ESD）保護機能の両方によって保護され

ます。

A/B データ・ラインは、ローカル電源による偶発的な短絡に対

して最大±25Vのフォルト保護機能と、±40kVの ESD人体モデル

（HBM）保護を備えています。また、それらの最大定格は、

IEC 610004-2 に準拠し、気中放電が±15kV、接触放電が±10kV で

す。どちらの機能も、過酷な工業環境で堅牢な保護を確保しま

す。ドライバは、短絡が制限され、ドライバ出力を高インピー

ダンス状態にするサーマル・シャットダウン回路によって消費

電力が過剰とならないよう保護されています。レシーバー入力

には、真のフェイルセーフ機能があり、両方の入力がオープン

または短絡状態の場合にロジック・ハイ出力を確保します。

これらのデバイスは、8ピンおよび 14ピンの SOIC（small outline 
integrated circuit）パッケージに収納され、動作温度は−40ºC～
+125ºC です。

アプリケーション

• プログラマブル・ロジック・コントローラ（PLC）

• ファクトリ・オートメーション機器

• 産業用機器

機能と利点

• 統合化された保護機能による堅牢性の向上

• ドライバ出力／レシーバー入力のフォルト保護範囲：±25V
• 高い ESD 保護能力

- ±40kV の HBM ESD（JEDEC JS-001 に準拠）

- ±15kV の気中 ESD（IEC 61000-4-2 に準拠）

- ±10kV の接触 ESD（IEC 61000-4-2 に準拠）

• 短絡保護出力

• 真のフェイルセーフ・レシーバーによる、レシーバー入力

の短絡またはオープン・イベントでの誤った遷移の防止

• ホットスワップ機能による、パワーアップ時または

ホット・インサーション時の誤った遷移の排除

• 高速データ・レート：最大 20Mbps
• 広い動作温度範囲：−40℃～+125℃
• バス上でノードを最大 256 個使用可能

オーダー情報はデータシート末尾に記載されています。

簡略化したブロック図 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/max33048e.html
https://www.analog.com/jp/products/max33048e.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/max33048e.pdf
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絶対最大定格 
VCC  .................................................................................. −0.3V～+6V 
RO ........................................................................ −0.3V～VCC+0.3V 
DE、DI、RE バー .......................................................... −0.3V～+6V 
A、B、Y、Z  ................................................................ −30V～+30V 

短絡持続時間（RO、A、B）  .................................................  連続 
動作温度範囲  .......................................................... −40°C～+125°C 
ジャンクション温度  ............................................................. +150°C 
保存温度  .................................................................. −65°C～+150°C 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様の動作セクションに記載する
規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置くとデバイスの信頼性に影響を与えます。 

パッケージ情報

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、www.maximintegrated.com/packages で確認してください。

パッケージ・コードの「+」、「#」、「−」は RoHS対応状況のみを示します。パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合があ

りますが、図面は RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示しています。 

パッケージの熱抵抗は、JEDEC 規格 JESD51-7 に記載の方法で 4 層基板を使用して求めたものです。パッケージの熱に対する考慮事項の

詳細については、www.maxim-ic.com/thermal-tutorial を参照してください。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-0041.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/land_patterns/90-0096.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-0041.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/land_patterns/90-0112.PDF
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電気的特性 

（特に指定のない限り、VCC = 3.0V～3.6V および VCC = 4.5V～5.5V、TA = TMIN～TMAX。代表値は VCC = +5V、TA = +25ºC での値。（Note 1）） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VCC = 3.0V～3.6V および VCC = 4.5V～5.5V、TA = TMIN～TMAX。代表値は VCC = +5V、TA = +25ºC での値。（Note 1）） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VCC = 3.0V～3.6V および VCC = 4.5V～5.5V、TA = TMIN～TMAX。代表値は VCC = +5V、TA = +25ºC での値。（Note 1）） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VCC = 3.0V～3.6V および VCC = 4.5V～5.5V、TA = TMIN～TMAX。代表値は VCC = +5V、TA = +25ºC での値。（Note 1）） 

Note 1：デバイスはすべて、TA = +25℃で 100%出荷テスト済みです。温度に対する仕様は設計により裏付けられています。 

Note 2： ∆VODと∆VOCはそれぞれ、DI が状態を変化させたときの VODと VOCの変化量です。 

Note 3：容量性負荷には、テスト・プローブおよび取り付け具の静電容量が含まれます。 

Note 4： シャットダウンは、REがハイで DE がローのときにイネーブルになります。イネーブル入力がこの状態にある時間が 50ns 未満の

場合、本デバイスはシャットダウン状態にはなりません。イネーブル入力が 1500ns 以上の間この状態に保持される場合、本デバ

イスは確実にシャットダウン状態になっています。

https://www.analog.com/jp/index.html
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タイミング図

図 1. ドライバの DC テスト負荷 

図 2. ドライバのタイマ・テスト回路 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 3. ドライバの伝搬遅延 

図 4. ドライバのイネーブル／ディスエーブル時間（tDHZ、tDZH） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 5. ドライバのイネーブル／ディスエーブル時間（tDZL、tDLZ） 

図 6. レシーバーの伝搬遅延テスト回路 

図 7. レシーバーの伝搬遅延 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 8. レシーバーのイネーブル／ディスエーブル時間 

https://www.analog.com/jp/index.html
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標準動作特性

（特に指定のない限り、VCC = +3.3V/+5V、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VCC = +3.3V/+5V、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置

端子説明

ピン

名称 説明

MAX33049E 
MAX33047E 

/MAX333048E 

1,8,13 − N.C. 接続なし。内部接続されていません。

2 2 RO 
レシーバー出力。REをローにして、RO をイネーブルにします。RO は、レシーバー入力

(VA − VB) > −50mV の場合にハイに、(VA − VB) ≤ −200mV の場合にローになります。詳細につい

ては、表 2 を参照してください。

3 - RE 
レシーバー出力イネーブル。REをローに、または無接続のままにして、RO をイネーブルにしま

す。RO は、ハイの場合に高インピーダンスになります。REをハイに、DE をローにして、低消

費電力のシャットダウン・モードにします。REには GND への弱いプルダウンがあります。

4 - DE 

ドライバ・イネーブル。DEをハイに、または無接続のままにして、ドライバ出力（全二重の場合

は Y と Z、半二重の場合は A と B）をイネーブルにします。ドライバ出力は、DE がローの場合に

高インピーダンスになります。REをハイに、DE をローにして、低消費電力のシャットダウン・

モードにします。DE には VCCへの弱いプルアップがあります。

5 3 DI 
ドライバ入力。DIがローになると、非反転出力（Yまたは A）はローに、反転出力（Zまたは B）
はハイになります。同様に、DI がハイになると、非反転出力（Y または A）はハイに、反転出力

（Z または B）はローになります。詳細については、表 1 を参照してください。  

6, 7 4 GND グランド。

9 5 Y 非反転ドライバ出力。

10 6 Z 反転ドライバ出力。

11 7 B 反転レシーバー入力。

12 8 A 非反転レシーバー入力。

14 1 VCC 正電源。本 IC のできるだけ近くに 0.1µF のコンデンサを接続して、VCC を GND にバイパスしま

す。

https://www.analog.com/jp/index.html
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詳細 

全二重トランシーバーMAX33047E～MAX33049E は、EIA/TIA485 規格に準拠した RS-485/RS-422 アプリケーション向けに最適化されていま

す。これらのデバイスは、差動ドライバを 1 つ、差動レシーバーを 1 つ搭載しています。これらは 1/8 の単位負荷を備えており、1 つのバス

上でトランシーバーが最大で 256 個使用できます。対応可能なデータ・レートは、MAX33047E では最大 500kbps、MAX33048E/MAX33049E
では最大 20Mbps です。 

ドライバ 

このドライバは、シングルエンドのロジック・レベル入力（DI）を受け入れ、それを A および B ドライバ出力で差動 RS-485/RS-422 レベ

ル出力に転送します。ドライバをディスエーブルするには、ドライバ・イネーブル入力（DE）をローに設定します。A と B は、ドライバ

がディスエーブルの場合に高インピーダンスになります。

表 1. ドライバ機能 

レシーバー

本レシーバーは、A および B 入力で差動 RS-485/RS-422 レベル入力を受け入れ、それをシングルエンドのロジック・レベル出力（RO）に

転送します。レシーバーをイネーブルするには、レシーバーのイネーブル入力（RE）をローにします。レシーバーをディスエーブルする

には、REをハイにします。RO は、REがハイの場合に高インピーダンスになります。 

表 2. レシーバー機能 

フォルト保護

これらのデバイスでは、±25V のフォルト保護が可能です。A/B および Y/Z データ・ラインは、−25V～+25V の短絡に耐えることができま

す。この広い過電圧範囲は、人の介入によるローカル電源ラインへの偶発的な短絡が生じる可能性のあるアプリケーションに適していま

す。

低消費電力シャットダウン 

800ns以上の間、DEをローに、REをハイにすると、MAX33047E～MAX33049Eを低消費電力シャットダウン・モードにできます。デバイ

スがシャットダウン・モードになると、電源電流は 1µA まで低下します。送信モードと受信モードの切り替えの際に、DE とREの間のロ

ジック・スキューによって、MAX33047E～MAX33049E が誤ってシャットダウン・モードになることがないように、グリッチ保護機能が

働きます。

ホットスワップ入力

回路基板を、通電または給電されたバックプレーンに挿入すると、DEとレシーバー入力AおよびBに電圧トランジェントが発生し、デー

タ・エラーにつながることがあります。例えば、回路基板を最初に挿入するときに、プロセッサはパワーアップ・シーケンスを実行しま

す。この間、出力ドライバは高インピーダンス状態になっているため、MAX33047E～MAX33049E の DE 入力を所定のロジック・レベル

に駆動できません。一方、高インピーダンス出力からの最大 10µA のリーク電流、あるいは、VCC または GND からの容量性結合ノイズは、

誤ったロジック状態に入力をドリフトさせる可能性があります。こうした状況にならないようにするために、MAX33047E～MAX33049E
では、DE 上にホットスワップ入力回路を搭載して、ホットスワップ時の不要なドライバ起動を防止します。VCC が上昇すると、内部プル

ダウン回路が DE を 10µs 以上の間、ローに保持します。DE での最初の遷移の後、内部プルダウン／プルアップ回路はトランスペアレン

トになり、ホットスワップ耐性のある入力をリセットします。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/max33048e.html
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真のフェイルセーフ 

MAX33047E～MAX33049E は、真のフェイルセーフ機能を備えており、レシーバー入力が短絡またはオープンの場合、あるいは、ドライ

バがすべてディスエーブル状態で差動終端された伝送線にレシーバー入力が接続されている場合、レシーバー出力（RO）は確実にハイに

なります。レシーバーの差動入力電圧（VA − VB）が−50mV 以上の場合、RO はロジック・ハイになります。 

サーマル・シャットダウン保護

MAX33047E～MAX33049E は、デバイスを保護するためのサーマル・シャットダウン保護回路を備えています。内部シリコン・ジャンク

ション温度が+160ºC（代表値）を超えると、ドライバ出力はディスエーブルになり、RO は高インピーダンスになります。ドライバおよ

びレシーバー出力は、ジャンクション温度が+148ºC（代表値）より下がると、再びイネーブルになります。

アプリケーション情報

バス上の 256 個のトランシーバー 
RS-485 規格では、1 単位負荷でバス上のノードが 32 個使用できます。MAX33047E～MAX33049E には 1/8 単位負荷があり、大規模なネッ

トワークを必要とするアプリケーションで 256 個のノードが使用可能になります。

ドライバ出力保護

フォルトまたはバス接続によって発生する過度な出力電流および消費電力を防ぐメカニズムを 2 つ備えています。1 つ目は、出力段にお

ける電流制限機能により、コモンモード電圧の範囲全体で短絡を即座に保護するメカニズムです。2 つ目はサーマル・シャットダウン回

路で、ダイ温度が+160℃（代表値）を超える場合に、ドライバ出力を強制的に高インピーダンス状態にします。

ESD 保護 
ESD 保護構造が、すべてのピンに組み込まれており、搬送中や組立て中に発生する静電気放電から保護します。MAX33047E～

MAX33049E のドライバ出力およびレシーバー入力には、静電気に対する特別な保護機能があります。ESD 保護構造は、通常動作時とパ

ワーダウン時に高い ESD に耐えます。ESD イベントが起きた後も、デバイスはラッチアップや損傷を受けることなく動作を継続します。

ESD 保護は様々な方法でテストできます。本デバイスのトランスミッタ出力およびレシーバー入力には、ケーブル側のグランドに対して

次の限界値まで保護する特性があります。

• JEDEC JS-001-2017 に準拠した HBM で±40kV
• IEC 61000-4-2 に規定された気中放電法を用いて±15kV
• IEC 61000-4-2 に規定された接触放電法を用いて±10kV

https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的なアプリケーション回路 

トランシーバーMAX33047E～MAX33049E は、マルチポイント・バス伝送ライン上での双方向データ通信向けに設計されています。次の

代表的なネットワーク・アプリケーション回路に示すように、反射を最小限に抑えるには、特性インピーダンスを用いてラインを両端で

終端し、主ラインからのスタブの長さをできるだけ短くします。

オーダー情報

+は鉛（Pb）フリー／RoHS 準拠のパッケージであることを示します。 
*  発売予定の製品 − 発売時期についてはお問い合わせください。 
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MAX33047E-49E ±40kV の ESD 保護機能を備えた 
20Mbps 全二重 RS-485/RS-422 トランシーバー

アナログ・デバイセズ社は、提供する情報が正確で信頼できるものであることを期していますが、その情報の利用に関して、あるい

は利用によって生じる第三者の特許やその他の権利の侵害に関して一切の責任を負いません。また、アナログ・デバイセズ社の特許
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